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研究成果の概要： 

日本のハイテク・スタートアップの成長モデルは、内部留保による地道な資金調達、複数の

製品ラインや受託開発やサービス提供と組み合わせてリスクを回避する複雑な事業構造という

特徴を持つ。日本の課題は、起業家の人材不足と、起業支援のネットワークが不完全なことで

ある。起業人材が豊富で、起業支援ネットワークが機能しているシリコンバレーやケンブリッ

ジ地域は異色であるものの、それら地域でも人材育成やネットワーク構築には多くの時間がか

かっている。日本においても起業インフラシステムが構築されるまでには、長い時間が必要に

なる。 
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１．研究開始当初の背景 

日本では 2001 年の「新市場・雇用創出に

向けた重点プラン（平沼プラン）」に基づい

て、大学発ベンチャーを 1,000 社にするとい

う具体的な目標が掲げられ、2005 年 3 月時点

において、それはほぼ達成されたとされてい

る（経済産業省,2005a）。しかし、実際には

「新市場・新産業を切り拓くような急成長型

のベンチャー企業」、すなわちハイテク・ス

タートアップは日本ではまだ非常に少ない。

同時に、国際的なジャーナルへの掲載数をみ

ても、スタートアップとそれを生み出すイン

キュベーション・インフラに関する研究は諸

外国に比べて遅れており、日本の状況は「ブ

ラックボックス」であるとも言われている。

そこで、本研究では、日本におけるハイテ

ク・スタートアップの成長モデルを、希少な

ケース・スタディによって分析するとともに、
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その大量な創出をサポートしていくインキ

ュベーション・インフラの姿についても考察

していく。先進事例を求めて、日本の問題点

を明らかにするためにも、海外事例の調査を

重点的に行う。 

 

 

２．研究の目的 

日本におけるハイテク・スタートアップ創

出インフラの現状については、経済産業省に

よる大学発ベンチャーやインキュベーショ

ンに関する調査(2005a；2005ｂ)があるが、

活動成果をまとめたものにすぎず、諸要因の

相互作用や全体的なシステムを明らかにす

る必要がある。 

現時点でハイテク･スタートアップを創出

する基盤の各国・各地域比較を行うことは、

将来にその成功・失敗要因を分析する上で重

要な基礎データになると考える。具体的には、

ヨーロッパ諸国と日本およびアジア諸国（中

国、台湾、シンガポール、香港）に分け、ハ

イテク・スタートアップ創出に関する政策基

盤、大学と研究者の関わり、インキュベーシ

ョン施設および機関、リスク・キャピタルの

供給、起業人材創出等について、各国・各地

域の状況を分析し、有効なハイテク・スター

トアップ創出インフラのあり方を明らかに

する。 

また、併せて、日本と各国の成長事例を集

めて、各国別にどのような技術分野で起業が

多いのか、起業家のキャリア、経営チームの

構成、資金調達、事業構造について分析を行

う。 

 

 

３．研究の方法 

対面インタビューによる定性調査、公表資

料の文献調査、インターネットを使った新聞

記事やホームページの公開データ収集によっ

て、情報収集を進めた。 

＜創出インフラの調査項目＞ 

1.大学発等ハイテク・スタートアップに関す

る政策基盤（法律、制度、政策）、2.ハイテ

ク・クラスターの形成の歴史、3.インキュベ

ーション施設とサービス、4.発明の帰属、5.

大学の株式所有、6. 研究者のハイテク・ス

タートアップへの係わり、7.起業人材（経営

者）、8.GAP ファンド（POC Fund, University 

challenge fund など）9.ベンチャーキャピタ

ルの状況と起業時の役割、10.エンジェルによ

る投資状況、12.税制の優遇措置、13.インキ

ュベーション機関の組織構成、14.ネットワー

キング 

＜成長事例の調査項目＞ 

1.起業家の特性、2.マネジメントチームの構

成、3. 顧客との関係構築、4.資金調達、5.

事業構造 

 

 

４．研究成果 

ハイテク・スタートアップの創出に関する

現状は、日本のみならず欧州においても、政

府や関係機関による多種多様な施策にもか

かわらず、スタートアップス数の輩出は進ん

できたものの、新市場を形成したり、地域経

済に影響を及ぼすような特筆すべき成果は

出ていない。 

その中でも少しずつ成果を出している機関

や地域の特徴は、1980 年代以前から取り組み

を行っていること、必ずしも特定の機関が主

導するのではなく、複数のプレーヤーが自律

的に行動しつつ連携をとって創出インフラ

を形成していることなどの特徴があること

が明確になってきた。 

 日本のハイテク・スタートアップの成長モ

デルの特徴は次である。 

 米国のスタートアップスがキャピタルか

ら資金調達し、基幹製品の開発にひたすら邁

進してハイリスク・ハイリターンのビジネス

モデルを選択するのとは対照的に、複数の製

品ラインを持つことや、受託開発、またはサ

ービス提供を組み合わせるという複合的な

事業構造によってリスクを回避している。 

 株式公開を果たした成功例はすべて、当初

のビジネスモデルが機能せず、試行錯誤の後

に成長機会を発見してから新たなビジネス

モデルを構築するので、株式公開まで概ね 15

年以上かかっている。これは Shane (2004)

の指摘する米国型の成長プロセスとは別も

のである。 

日本における課題は、起業家の人材不足と、

起業支援のネットワークが不完全または存

在しないということである。起業に関わる人

材が豊富で、起業支援のネットワークが機能

しているシリコンバレーやケンブリッジ地

域は異色であるものの、それら地域でも人材

育成やネットワーク構築には多くの時間が

かかっている。日本においても起業インフラ

システムが構築されるまでには、長い時間が

必要になると考える。 

 

 以下は、各国のインキュベーション調査の

概観である。 

シンガポールは、貿易産業省の関係機関が

主導して 114 のインキュベーターを擁し、VC

投資先への同額投資やエンジェルファンド



の創設等積極的である。業種は製造業からＩ

Ｃまで幅広い。シンガポール大学のスタート

アップ育成には、民間出身者のスタッフが中

心となって運営している。それに対して、中

国の上海交通大学と精華大学は、大学人と民

間人がミックスになっている。投資機能も持

っているが、民間 VC が未成熟なので、シン

ガポールほどは興隆していない。業種はバイ

オ、電子電気、IT、素材の順である。 

欧州では、主に 1990 年代後半から国レベ

ルでのハイテク･スタートアップス創出施策

が積極的に実施されてきた。そのうち特定の

地域や機関においてハイテク・スタートアッ

プスの創出の成果が徐々に出てきている。た

とえば、英国のケンブリッジ、ロンドン、オ

ックスフォード地域、フランスのグルノーブ

ル地域、ベルギーのフランダース地域、スウ

ェーデンのルンド・マルモ地域、ドイツのミ

ュンヘン・シュトゥットガルト地域などが代

表的である。 

英国のケンブリッジ地域は、ケンブリッジ

現象と呼ばれるハイテク産業の集積とスタ

ートアップス輩出が顕著である。ケンブリッ

ジ大学の研究および人的資源を基盤に、コン

サルティング・ファーム、サイエンス･パー

ク、ベンチャーキャピタル、エンジェルなど

が密接なネットワークで結ばれ、インキュベ

ーション・インフラを形成している。一方、

ロンドンやオックスフォードは、大学が出資

して設立されたインキュベーション機関（イ

ンペリアル・イノベーション、イシス・イノ

ベーションなど）が、知財の創出からスクリ

ーニング、ライセンシング、スタートアップ

ス創出支援まで体系的に行っているのが特

徴的である。 

フランスのグルノーブル地域は、インキュ

ベーション、ＴＬＯ等活発な起業支援が行わ

れており、ナノテクや電子産業の集積がある。

特にフランス原子力研究所（CEA）では、強

力なマーケティング部隊をもち、知財管理と

インキュベーション創出に早くから取り組

み、成果を挙げている。ドイツは、南部を中

心に、フランフォファー等国研のライセンシ

ングやスピンアウト促進を担う機関が、VC 紹

介や CEO 人材の紹介を行ったり、投資ファン

ド(マッチングファンド形式)も持っている。

フランフォファー研究所のスピンオフでは

2006 年に１社が IPO をした。ただし、まだ大

きな成果には結びついていない。北部のハン

ブルクでは、ハンブルク工科大学のＴＬＯや

リエゾンオフィスがあるが、目だった成果は

ない。南部に比べると雇用創出目的の感が大

きい。 

その他、スイスの ETH（チューリッヒ工科

大学）付属機関は、他の欧州諸国よりも TLO

の設立が遅く、ファンドはもっていない。成

功例はノバルティスファーマに買収された

バイオ企業があるが、他はコンサルティング

や IT 企業がほとんどである。 

これら各国のハイテク・スタートアップ創

出インフラの状況に対し、日本のビジネス・

インキュベーターは十分な役割を果たして

いるとは言えない。日本のインキュベーター

は、そのほとんどが地方自治体やその傘下の

公益法人が設置・運営しており、大学による

ものは６％に過ぎない。特に大学インキュベ

ーターは最近設立されたものが多く、地域に

起業支援ネットワークが構築されていない。

大学においても企業家人材の育成は行われ

ておらず、大学等研究機関の研究成果を事業

化するノウハウに乏しい。なお、自治体が設

置・運営するインキュベーターにおいて支援

している企業は、技術系企業が多いものの、

ＩＴ関連や環境関連など、最先端の技術分野

を応用したものとは言い難い事業が多い。 
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